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２ あいさつ

委員長（浜松市副市長） 長田 繁喜
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3 会員の申込状況



Digital Smart City HAMAMATSU

会員の申込状況

新規会員（50音順）

No. 法人名

16 損害保険ジャパン株式会社

17 中部電力株式会社

18 株式会社日本シャルフ

19 株式会社はあもにい

20 株式会社浜名湖国際頭脳センター

21 浜松開誠館中学校高等学校

22 不二総合コンサルタント株式会社

23 ふじのくに竹王国企業組合

24 株式会社マウントディグ

25 株式会社ミダック

26 株式会社MIREI

27 株式会社モリロボ

28 ヤマハ発動機株式会社

29 株式会社ラック

30 医療法人Respect

No. 法人名

1 株式会社ウェブチップス

2 株式会社エイ・エム・シー

3 株式会社クラ・ゼミ

4 学校法人倉橋学園

5 株式会社クレステック

6 株式会社こころ

7 株式会社小松組

8 株式会社コモニー

9 株式会社コラボレーション

10 株式会社サンロフト

11 株式会社シーテック

12 JFEエンジニアリング株式会社

13 静岡県浜松土木事務所

14 静岡県立天竜高等学校

15 株式会社ソミックマネージメントホールディングス

• パートナー会員10団体、一般会員72団体の計82団体からの申込（令和2年7月9日時点）。
• 令和2年5月7日時点の52団体より、一般会員30団体が新規会員に。
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4 会員へのアンケート集計結果
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会員へのアンケート集計結果

企業間連携

によるプロ

ジェクトや

サービスの

創出

45%
情報収集

40%

自社サービ

スの紹介や

実装

5%

その他

10%

Q1.プラットフォームへの加入目的 Q2.解決したい地域課題

• エネルギ―の効率化や再エネの活用、地産地消
• 移動の自由
• 災害対応のデジタル化、インフラメンテナンス
• 教育や障害児支援事業における遠隔支援
• もうかる農業の実現
• 中小企業の技術継承や雇用方法のDX改善
• デジタルツインおよびドローンAI管制システムを活用
した物流や点検、監視

• ゴミとリサイクル
• PPP活用による公的負担の軽減
• マイナンバーカードの普及と利活用
• 安全安心なキャッシュレスプラットフォーム

など

• 令和2年7月3日時点の会員81団体を対象にアンケートを実施（20団体より回答あり）。
• 企業間連携によるプロジェクトやサービスの創出や情報収集を目的に加入している団体が多い。
• 様々な分野における地域課題の解決意向を持っている。
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会員へのアンケート集計結果

Q3.プロジェクトやアイデア Q3-2.実施中又は今後実施したいプロジェクト

今後実施し

たいプロ

ジェクトや

アイデアが

ある

55%

既に実施し

ているプロ

ジェクトが

ある

35%

特になし

10%

• 「今後実施したいプロジェクトやアイデアがある」または「既に実施しているプロジェクトがある」と6割以上が回答。

• 幅広い分野におけるプロジェクトの実施・実施意向がある。

• バイオマスエネルギーの利用
• デジタルツインを用いた災害対応シミュレーション
• センサーやカメラを利用した防災やコロナ関連のプロ
ジェクト

• 官民連携による社会インフラ維持管理
• クラウド上に蓄積した情報を活用した健康経営
• 子どもや高齢者の見守り系のサービス
• 次世代園芸
• 無人デリバリーや配達収集システム
• 事業所のＩＴ導入応援プロジェクト
• 山間部や海・湖周辺の活用
（ビジネス、教育、新しい一次産業、レジャー）

• キャッシュレスプラットフォームの提供
など
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会員へのアンケート集計結果

希望あり

20%

希望なし

80%

Q4.ピッチイベントへの登壇希望について Q5.連携の希望について

• 5G通信サービスやマップデータ
• AIやICT、DX人材の採用強化を行いたい会員
• ビッグデータの活用に長けた会社
• 測量や土木系の会社（ドローン活用）
• 浜松地域のドローン会社
• 浜松医科大学、ルピロ
• データ化や分析に強みをもつ会社
• 建設会社やIT（i-construction、DX)系の会社
• 農業法人や農業関係者
• フォトブックサービスを行っている会社
※個別企業名は省略

など

• 2割がピッチイベントが開催された際の登壇を希望。
• データの分析・活用やIT関連の企業、ドローンの関連企業等との連携を希望。
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会員へのアンケート集計結果

Q6.官民連携プラットフォームへのご要望

• 連携のコーディネート

• 参加者同士の交流の場

• PoCの検討、実現

• 勉強会や相談会の開催

• Slack上で共同プロジェクト立ち上げ用のチャンネルの開設

• 目標達成までの進め方の方針やロードマップの提示

など

• 会員同士の連携や交流を希望する会員が多い。
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5 浜松市デジタル・スマートシティ構想の方向性
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5-1. 構想の背景

♦データ活用や地域課題解決を通じたイノベーションの活性化
• データを資源と捉え、新たなビジネスのイノベーションを活性化
• 地域課題の解決を通じた新たなサービスモデル構築の促進

♦デジタル化による生産性向上
• デジタル対応による稼ぐ力の強化
• 人口減少化における持続可能な地域産業の基盤づくり

♦デジタル技術やデータの活用による市民生活の快適化
• 必要なサービスを時間や場所を問わず、最適な形で利用できる市民生活の構築
• デジタル技術を活用した地域課題の解決

1. 都市づくりのデジタルファースト【都市の最適化】
• データや先端技術を最大限に活かし、産業の活性化や都市機能の高度化を目
指す“デジタル・スマートシティ”政策を推進し、都市の最適化を図ります。

2. 市民サービスのデジタルファースト【市民サービス向上】
• AI・ICT等先端技術を活用し、市民サービスを最適な形で提供することで、市民
の利便性の向上を目指します。

3. 「自治体運営」のデジタルファースト【自治体の生産性向上】
• AI・ICT等先端技術を活用し、業務の効率化や高度化を図るとともに、データ活
用による自治体運営により、生産性の向上を目指します。

１．都市づくりのデジタルファースト【都市の最適化】
・官民の分野横断的なデータ連携による都市の最適化
・医療・福祉・健康分野のデータ活用による健康寿命延伸
・ICT活用による交通の最適化
・ICT活用による中小企業の生産性向上
・農林業等各産業分野におけるAI等先端技術の活用
・プロモーションのデジタルファースト（伝える戦略「３
（制作）：６（伝達）：１（検証）」）

２．市民サービスのデジタルファースト【市民サービス向上】
・行政手続きのオンライン化
・デジタル技術を活用した問合わせ対応
・教育分野におけるICT活用
・多様な市民ニーズに合わせた行政情報の提供
・ICT活用による多言語対応
・電子決済の推進

３．自治体運営のデジタルファースト【自治体の生産性向上】
・AI・ICT活用による業務効率化
・オープンデータの推進
・クラウド利用の推進
・データ活用による自治体運営
・デジタル人材の育成
・働き方改革の推進

デジタルファーストで目指す方向性 ３つの戦略の取組

３つの戦略

・ 浜松市は昨年10月に「デジタルファースト宣言」を行い、都市づくり、市民サービス、自治体運営にデジタル
ファーストで取り組み、デジタルの力を最大限に活かした、持続的な都市づくりを進める決意を表明しました。
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5-２. 構想の位置づけ
・ 浜松市デジタル・スマートシティ構想は、上位計画である総合計画や国のスマートシティ関連政策との
整合性をとり策定します。

・ 策定に当たっては、官民連携プラットフォームと連携し策定します。
・ withコロナ/ポストコロナを見据えた構想として策定します。
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5-3. 構想の概要

・ 構想では、デジタル・スマートシティ推進の目指す姿や理念、基本原則、ロードマップ、推進体制等を
示していきます。

目指す姿
（都市の最適化と市民QOLの向上）

推進体制
（浜松市デジタル・スマートシティ官民連携プラットフォーム他）

ロードマップ

基本原則

各分野における取組み

理念

先端技術・データ流通基盤の利活用

各分野の
現状や課題

各分野の
現状や課題

分野横断の
課題解決

分野横断の
課題解決

未来創造未来創造



Digital Smart City HAMAMATSU

5-4. 推進体制
・官民連携プラットフォームは、多様な主体を巻き込み、分野間連携やデータ利活用を促進する役割を担って
おり、構想に係る取組推進において重要な役割を担う組織になります。

庁内体制 官民連携プラットフォーム

デジタル・スマートシティ政策の企画及び
庁内調整

本部長：市長
副本部長：長田副市長
本部員：庁議構成員

※事務局：デジタル・スマートシティ推進事業本部

デジタル・スマートシティ推進本部

連携

委員長：長田副市長
副委員長：東フェロー
産業・経済：浜松商工会議所
金融：静岡銀行、浜松いわた信用金
庫、

遠州信用金庫
大学：静岡大学、浜松医科大学
各分野の代表

運営委員会

代 表：市長、事務局：デジタル・スマートシティ推進事業本部

ワーキンググループ

〇分野間連携の促進
〇データ利活用の推進

デジタル・スマートシティ政策の個別・具体
的な施策の調整及び検討等

関係課の職員で構成

防災・安全分野
浜松市所管部局

教育・子育て分野
浜松市所管部局

モビリティ分野

健康・医療・福祉分野産業(ものづくり)分野
浜松市スタートアップ戦略
推進協議会

観光・商業分野
浜松・浜名湖
ツーリズムビューロー

デジタル・ガバメント分野
浜松市所管部局

エネルギー分野
浜松市スマートシティ
推進協議会

農林業分野
【林業】静岡県農林技術研究所

森林・ 林業研究センター
【農業】浜松スマート農業

推進協議会 準備会

浜松ウエルネス推進協議会
浜松ウエルネス・ラボ

浜松市モビリティサービス
推進コンソーシアム
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令和2年度 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

基礎調査
構想策定

パブコメ

運営委員会

関係者ヒアリング
意見反映

基礎調査
① 国の政策動向
② 本市の現状と課題
③ データ利活用に
関する課題

● 第2回運営委員会

意見反映

●
議会 委員会

（パブコメ前報告）

構想策定

●
構想の方向性

●
素案骨子策定

●
計画案策定

●
構想策定

パブコメ
募集

●
議会 委員会

（パブコメ後報告）
●
庁議

（パブコメ前報告）

● 第3回運営委員会 ● 第4回運営委員会 ● 第5回運営
委員会

関係機関、
団体へ
ヒアリング①

関係機関、
団体へ
ヒアリング②

意見反映

5-5. 策定スケジュール
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5-6. 各分野の課題 ※ヒアリングを基にした中間整理

・ ヒアリングを通じ整理した各分野の課題（中間整理）は以下のとおりです。
・ 官民連携プラットフォームの機能やOri-Project等の事業を活用し、これらの課題解決を図るプロジェクトやサービスを創出して
いきます。
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・ORI-Projectや実証実験サポート事業、浜松スマートシティMONTH冠事業等に寄せられる提案などを基に、データ利活用の
ユースケース（サービス案）を検討します。
・また、ユースケースを基にデータ流通のあり方やデータ流通を支える基盤のあり方を整理していきます。

HDSC MONTH

各事業に寄せられる提案をユースケースとして取込

課
題
解
決
に
資
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
サ
ー
ビ
ス
の
創
出

5-7. プロジェクトの創出やデータ流通

各
分
野
の
課
題

保
有
デ
ー
タ
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5-8. プロジェクト推進のイメージ

データ流通基盤

エネルギー モビリティ 防災・安全 健康・医療・
福祉

農林業 教育・子育て 観光・商業 産業
（ものづくり）

デジタル
ガバメント

各分野におけるユースケース

各種データ
官民連携PFスタートアップ シビックテック

課題解決のプロジェクトやサービスを創出

各種データ

アイデアアイデア テクノロジーテクノロジー

• データ利活用のユースケースについて、スタートアップやシビックテックなどから課題解決のアイデアを募り、実証実験等を通じ、プ
ロジェクトやサービスの実装を目指し、こうした取り組みをアジャイルで進め、エコシステムを形成します。
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６ 浜松ORI-Projectの審査結果
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募集活動実績

• 2か月弱（5/15～7/9）の募集期間の後、8件のプロジェクトを採択いたしました。
• 募集期間中は「Webサイト開設」「オンライン募集説明会」「オンライン相談会」を実施し、ORI-

Projectの周知を行いました。

2020 2021
小項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

全体
スケジュール

主な
イベント

募集 実証実験審査

▲募集説明会 ▲実証実験開始

成果発表会▲
5/15
▲募集開始

8/16/1

3/107/9
▲募集〆切

▲実証実験終了
1/29

全体スケジュール

▲採択者向け説明会
8/3

Webサイト開設 説明会＆相談会開催

プロジェクト募集用のWebサイトを開設。
応募のガイドラインや、説明会情報等を発信。

ZOOMを用いたオンライン説明会を開催。100名弱
の希望者がオンラインで参加。

期日までに申込のあったプロジェクトに対しては個別相
談を実施（計7件）。
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プロジェクト募集結果

• 2か月弱の応募期間を経て、19件のプロジェクトが提案された。地域としては県内の応募者が最多。
• 全てのテーマがバランス良く選択されており、多様なユースケースの検討に繋がっていることがわかる。

地域別内訳 選択テーマ

COVID-19対策

7件

静岡10 件
（うち浜松市内 9 件）

東京 4 件

大阪 1 件

栃木 1 件

神奈川 1 件
千葉 1 件

合計19 件

熊本 1 件

複数分野の連携

6件

その他

6件
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採択プロジェクト一覧

• スタートアップ、大学、個人事業主と様々なプレイヤーからご応募頂きました。

テーマ 法人名・団体名 代表者氏名 所在地
(都道府県) 所在地 実証実験プロジェクト名称

複数分野の連携 株式会社クラ・ゼミ 倉橋 徒夢 静岡県 浜松市 きらりサポート・プロジェクト
※クラ・ゼミ支援のオープンデータ化、及び新たな遠隔支援の検証

複数分野の連携 静岡大学 木谷 友哉 静岡県 浜松市 高精度衛星測位を用いた市土保全モニタリング

複数分野の連携 株式会社スマートバリュー 渋谷 順 大阪府 大阪市 ORI-Projectデータビジュアライズ実証

複数分野の連携 パイフォトニクス株式会社 池田 貴裕 静岡県 浜松市 光と画像データを活用した中心市街地におけるムクドリ被害対策

複数分野の連携 梅林寺企画 川村 値雅子 静岡県 静岡市 児童・高齢者への支援ネットワークサービス（こども食堂連携・相互情報提供）

COVID-19対策 個人(浜松医科大学所属) 鈴木 哲朗 静岡県 浜松市 ウイルス感染の社会実験的シミュレーション

COVID-19対策 株式会社セールスフォース・ドットコム 小出 伸一 東京都 千代田区 避難所におけるCOVID-19感染防止対策の実証

その他 株式会社オサシ・テクノス 矢野 真妃 東京都 港区 冠水エリア予測システム

応募プロジェクト一覧 （※テーマ別、50音順）
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個別プロジェクトご紹介（テーマ：複数分野の連携）

静岡大学 情報学部 木谷研究室

本拠所在地 静岡県浜松市中区
代表者 木谷 友哉
テーマ種別 1.複数分野の連携
プロジェクト名称 高精度衛星測位を用いた市土保全モニタリング
プロジェクト概要 ここ数年で手軽に実現可能になったこの衛星測位による

センチメートル精度の位置推定技術を用いて、特徴的な
地点の地殻や水面の精密な変化をリアルタイムで観測し、
防災や市土維持のために役立てられるデータを取得し活
用する基盤の構築を目指す。

株式会社クラ・ゼミ

本拠所在地 静岡県浜松市
代表者 倉橋 徒夢
テーマ種別 1.複数分野の連携
プロジェクト名称 きらりサポート・プロジェクト
プロジェクト概要 発達障がい児への社会的な関心、研究機運の高まりを

捉えた新たな支援モデルを構築する。
クラ・ゼミの知見を浜松市に共有展開して、浜松市の教
育・子育て・福祉のサービス向上の一助となれるよう検証
する。

教育ビッグデータから
の示唆を得て新たな
支援モデルを創出

浜松発で
国家レベルへの
発信と提言に

支援動画や日誌を
教育ビッグデータの
センシングに活用

クラゼミを教育ビッグデータの
新たなセンサーに活用し、新たな

支援モデルを創出

クラゼミ

子供たちの興味や関心に応えて、
多様で先進的な企業、職人の技術を
遠隔支援を通じて目にしてもらう

多様な外国籍人材を対象とした支援
を通じて、新たな学習・成長機会を
提供するエコロジカルアプローチを
実現していく。

浜松のもつ人材資産
を支援コンテンツに活用

浜松のもつ人材資産
に支援機会を提供

知財資産の活用 知財資産の活用
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株式会社スマートバリュー

本拠所在地 大阪市中央区
代表者 渋谷 順
テーマ種別 1.複数分野の連携
プロジェクト名称 ORI-Projectデータビジュアライズ実証
プロジェクト概要 FIWARE上に集約されるデータの利活用としてビジュアラ

イズ化を推進し、市民へ向けた有意義なスマートシティプ
ロジェクトであることを示すとともに、弊社でも研究対象で
あるFIWAREのAPPSモジュールを用いたダッシュボード化、
ビジュアライズ化にチャレンジする。

プロジェクトを通じて
集まるデータ

APPSモジュールを活用して
ビジュアライズ化

パイフォトニクス株式会社

本拠所在地 静岡県浜松市東区
代表者 池田 貴裕
テーマ種別 1.複数分野の連携
プロジェクト名称 光と画像データを活用した中心市街地におけるムクドリ被害対策

プロジェクト概要 浜松ザザシティ前の街路樹をねぐらとするムクドリの群れに
対して指向性の高いLED光を投射することで刺激を与え
目的地まで誘導してムクドリ被害を軽減させる。
その際のムクドリの動きを画像解析して定量化し、行動
特性を検証する。

個別プロジェクトご紹介（テーマ：複数分野の連携）



Digital Smart City HAMAMATSU

梅林寺企画

本拠所在地 静岡県静岡市駿河区
代表者 川村 値雅子
テーマ種別 1.複数分野の連携
プロジェクト名称 児童・高齢者への支援ネットワークサービス(こども食堂連携・相互情報提供）

プロジェクト概要 新型コロナウィルスによる自粛で加速する児童・高齢者の
孤立化の解消として、食品・医薬品等物的支援の促進
を図るため、既存のオープンデータを利用するとともに、不
足のデータやほしいデータの登録機能と利用サービスを提
供する。

個別プロジェクトご紹介（テーマ：複数分野の連携）
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本拠所在地 静岡県浜松市東区
代表者 鈴木 哲朗
テーマ種別 2.COVID-19対策
プロジェクト名称 ウイルス感染の社会実験的シミュレーション
プロジェクト概要 ウイルス伝搬、一定潜伏期間後の二次感染など感染の

広がりを、実験参加者各人が持つデバイス端末間のシグ
ナル送受信を指標として測定する。住民参加型の実験
シミュレーションから得られたデータを共有し、感染症対策
についての地域全体の意識、理解を促進する。

個人(浜松医科大学所属)

A組 B組

A組の感染者が何人くらいになったらB組へ広がるか？

比較実験１：ワクチン効果 比較実験２：無症状感染の影響

比較実験３：感染対策としての登下校管理の最適化

株式会社セールスフォース・ドットコム

本拠所在地 東京都千代田区
代表者 小出 伸一
テーマ種別 2.COVID-19対策
プロジェクト名称 避難所におけるCOVID-19感染防止対策の実証
プロジェクト概要 アプリを活用し、平常時から災害時において①新型コロナ

ウイルスの感染情報の通知、②感染対策に配慮した避
難所開設通知、③入所者の感染対策管理/接触者管
理などを実施し、COVID-19対策と災害対応の両立を
目指す。

個別プロジェクトご紹介（テーマ：COVID-19対策）
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株式会社オサシ・テクノス

本拠所在地 東京都港区
代表者 矢野 真妃
テーマ種別 3.その他
プロジェクト名称 冠水エリア予測システム
プロジェクト概要 通常、冠水センサは水位検知センサであるが、本実証で

は水位を計測できるセンサを使用することにより、その地点
の水位から付近一帯の冠水状況を予測し、GIS上に表
示する。

個別プロジェクトご紹介（テーマ：その他）
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7 浜松デジタル・スマートシティMONTH事業の概要
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7-1. 浜松デジタル・スマートシティMONTHとは

 MONTH事業の目的

 「デジタルファースト宣言」の理念や趣旨の普及、浸透を図る。

 先進技術を活用したサービス等に市民の皆さんが触れる機会を設けること
により、「デジタル・スマートシティ浜松」推進の機運を醸成する。

 開催期間

令和2年12月

 実施内容

デジタル・スマートシティに関連したイベントやセミナー等の開催
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7-2. 開催事業

「主催事業」と「冠事業」で構成。月間内に様々なイベント等を開催。

1. 12/6の地域防災訓練と絡めた体験イベント

 市民の皆さんの関心も高い「防災・安全」をテーマとする先進的技術等を活用したソリューションを体感できるイベント
等を12月6日の地域防災訓練と絡めて実施。
※実施内容は、危機管理課やエネルギー政策課と検討中

 主催事業（浜松市と官民連携プラットフォームが主催する事業）

2. フォーラム開催

 6月に開催予定であった設立記念フォーラムをMONTH事業として12月にオンライン開催
 プラットフォームの設立を内外に発信するとともに、デジタル・スマートシティ構想や浜松版
ＭａａＳ構想の骨子を紹介



Digital Smart City HAMAMATSU

冠事業（企業や各種団体が実施するイベントやセミナーを募集）

7-2. 開催事業

「主催事業」と「冠事業」がMONTHを構成。期間内の様々な時期で開催。

市民の皆様に“デジタル・スマートシティ浜松”を身近に感じてい
ただき、一緒に浜松の未来を考えていく機会とする。

目 的

以下のすべてに該当する事業
• デジタル・スマートシティに関連したイベントやセミナー
• 広く一般の参加を募る（または参加できる）事業
• 令和2年12月に行われる事業
• 浜松市内で行われる事業
• 企業・団体（団体としての規約を有するもの）が行う事業

募集事業

応募締切：8月31日（月）
事業選定：8月31日（月）～9月中旬
事業認定：9月下旬

募 集
スケジュール
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7-3. ロゴの募集・全体スケジュール

■ 全体スケジュール

■ ロゴの募集

項目
2020年度

7月 8月 9月 10月 11月 12月

主催事業

防災訓練
関連事業

フォーラム

冠事業 冠事業

ロゴ募集

実施内容検討

ロゴ募集

事業PR

冠事業募集

選定 ●公表

開催内容検討

●12/6
開催

●開催
（開催日未定）

開催選定

本市の取組を多くの皆様に知っていただくきっかけとするとともに、「デジタルファース
ト宣言」の理念や、「デジタル・スマートシティ浜松」を象徴し、かがやく未来について
の想像をかきたてるようなロゴマークを設定する。

目 的

利用シーン 1．官民連携プラットフォームのWebサイトや各種媒体などの広報ツールへの掲載
2．「デジタル・スマートシティ浜松」に関する取組に関連する文書等への掲載
3．「デジタル・スマートシティ浜松」に関して今後実施する各種イベントにおける使用

利用シーン

応募資格：どなたでも応募可能（1人1点まで）。
応募締切：令和2年8月20日（木） ※令和2年10月1日（木）公式ロゴマーク公表予定応募資格・締切
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８ 意見交換


